
ユピカ　PR-8CO_改6

作成日：
改定日：

1．化学品および会社情報

製品の名称：
供給者の会社名： 日本ユピカ株式会社 
住所： 東京都千代田区紀尾井町４－１３マードレ松田ビル２F
担当部門： 営業部
電話番号： 03-6850-0241
FAX番号： 03-6850-0245
緊急連絡先： 生産管理部（電話番号：0463-22-1984）

2．危険・有害性の要約

化学品のGHS分類
　物理化学的危険性：

引火性液体 区分3

　健康に対する有害性：
急性毒性（経皮） 区分4
皮膚腐食性／刺激性 区分2
眼に対する重篤な損傷／眼刺激性 区分2
呼吸器感作性 区分1A
皮膚感作性 区分1A
発がん性 区分2
生殖毒性 区分1B
特定標的臓器毒性（単回ばく露）
特定標的臓器毒性（反復ばく露） 区分2（肝臓、精巣)
誤えん有害性 区分1

　環境に対する有害性：
水生環境有害性　短期（急性） 区分1
水生環境有害性　長期（慢性） 区分1

*記載がない危険有害性は、「区分に該当しない」または「分類できない」である。

GHSラベル要素
　絵表示又はシンボル：

　注意喚起語： 「　危険　」

　危険有害性情報： ・ 引火性の液体及び蒸気
・ 皮膚に接触すると有害
・ 皮膚刺激
・ 強い眼刺激
・ 吸入するとアレルギー、喘息又は呼吸困難を起こすおそれ
・ アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ
・ 発がんのおそれの疑い
・ 生殖能又は胎児への悪影響のおそれ
・ 呼吸器への刺激のおそれ
・ 眠気又はめまいのおそれ
・ 長期にわたる、又は反復ばく露により臓器の障害のおそれ
・ 飲み込んで気道に侵入すると生命に危険のおそれ
・ 水生生物に非常に強い毒性
・ 長期的影響によって水生生物に非常に強い毒性

　注意書き：
［安全対策］ ・ 使用前に取扱説明書類(SDSや技術資料等)を入手すること。

・ 全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。
・ 熱/火花/裸火/高温のもののような着火源から遠ざけること。-禁煙。
・ 容器を密閉しておくこと。
・ 容器を接地すること/アースをとること。
・ 防爆型の電気機器/換気装置/照明機器等と使用すること。
・ 火花を発生させない工具を使用すること。
・ 静電気放電に対する予防措置を講ずること。
・ 粉じん/煙/ガス/ミスト/蒸気/スプレーを吸入しないこと。吸入を避けること。
・ 取扱後は手をよく洗うこと。
・ この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないこと。
・ 屋外または換気の良い場所でのみ使用すること。
・ 汚染された作業衣は作業場から出さないこと。
・ 環境への放出を避けること。
・ 保護手袋/保護衣/保護眼鏡/保護面を着用すること。
・ 呼吸用保護具を着用すること。
・ 汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗濯をすること。

2016年02月25日
2023年03月01日

安全データシート(ＳＤＳ)

ユピカ　PR-8CO

区分3（気道刺激性、麻酔作用)
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［応急措置］ ・
・
・

・

・

・
・
・

・
・

［保管］ ・
・

［廃棄］ ・

・

3．組成、成分情報

化学物質・混合物の区別 混合物

化学名又は一般名 2-エチルヘキサン酸コバルト溶液

成分及び濃度又は濃度範囲

(2023年
3月31日まで)

（2023年
4月1日以降）

1-132 1-156

非該当 非該当

非該当 1-342

1-80 1-103

1-53 1-073

1-51 削除

*1）

*2）

*3）

4．応急措置 

吸入した場合 ・

皮膚に付着した場合 ・

眼に入った場合 ・

飲み込んだ場合 ・

・

・

・

CAS登録番号
官報公示整理番号
（化審法/安衛法）

含有量wt％は、代表値。

2-エチルヘキサン酸コバルト 47.0 136-52-7 2-615

2-エチルヘキサン酸 1.5 149-57-5 2-608

口をすすぐこと。無理に吐かせない。直ちに医師に連絡する。嘔吐が自然に起こった場合、気管
に入らないように身体を傾ける。

急性症状および遅発性症状の最
も重要な徴候及び症状

応急措置をする者の保護に必要
な注意事項

容器を密閉しておくこと。

内容物や容器は、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に廃棄を委託すること。

GHS分類に関係しない又はGHS
で扱われない他の危険有害性

情報なし

化学物質排出把握管理
促進法政令番号

キシレン（異性体混合物）*2) (2.59） 1330-20-7 3-3、3-60

トリメチルベンゼン(異性体混合物)　*2)*3) (6.21) 25551-13-7 3-3427

ミネラルスピリット(ストッダード溶剤) *2) 51.5 8052-41-3 9-1700

成分名 含有量（wt％）

皮膚刺激または発疹が生じた場合：医師の診断/手当てを受けること。
呼吸に関する症状が出た場合：医師に連絡すること。
眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを着用していて容易に外せる
場合は外すこと。
眼の刺激が続く場合：医師の診断/手当てを受けること。
漏出した場合：漏出物を回収すること（又は砂、布等で拭き取り不燃性容器、水を張った容器に回
収すること）。

涼しく換気の良い場所で、施錠して保管すること。

火災の場合：炭酸ガス、泡または粉末消火器を用いて消火すること。

蒸気を吸入した場合：気分が悪くなった時は空気の新鮮な場所に移り呼吸しやすい姿勢で休息さ
せること。また必要に応じ医師の診断/手当てを受けること。
ばく露またはばく露の懸念がある場合：医師の診断/手当てを受けること。気分が悪いときは医師
に連絡し、診断/手当てを受けること。
皮膚(または髪)に付着した場合：直ちに汚染された衣類をすべて脱ぐこと/取り除くこと。皮膚を多
量の水(流水/シャワー)と石けん(鹸)で洗うこと。

飲み込んだ場合：直ちに医師の診断/手当てを受けること。また、口をすすぐこと。無理に吐かせないこと。

エチルベンゼン *2) (0.43） 100-41-4 3-28,3-60

皮膚の痛み、発赤、重度の薬傷、眼の痛み、かすみ眼、気道、肺の痛み、灼熱感、咳、息苦しさ、
息切れ、胃痙攣、腹痛、嘔吐、頭痛、意識喪失

救助者は、適切な保護具を着用して行う。

医師に対する特別な注意事項 医師の手当てを受ける場合は､本ＳＤＳを提示する等､本製品に関する情報を医師に提供する。

ミネラルスピリット(ストッダード溶剤)は表中トリメチルベンゼン，キシレン(異性体混合物)，エチルベンゼン を含有。()内
はミネラルスピリット％の内数を表示した。以下の分類判断では、ミネラルスピリットは、()内の内数の成分を含む有害
性、毒性データとして扱った。

トリメチルベンゼン(異性体混合物)の組成については、1,2,4-トリメチルベンゼン/1,3,5-トリメチルベンゼン＝
(4.65)/(1.56)wt%。

直ちに新鮮な空気の場所に移動させる。毛布等で保温し安静を保ち､呼吸しやすい体勢で休息さ
せる。医師の診断または手当てを受ける。

速やかに多量の水と石けん(鹸)で洗い流す。
汚染され衣服、靴などは速やかに脱ぎ捨てる。
痛み、痒み等、皮膚に異常が生じた場合には医師の診断を受ける。

水で数分間注意深く洗う。コンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合は取り外し、その後も
洗浄を続ける。直ちに医師の診断/手当てを受ける。
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5. 火災時の措置

適切な消火剤 ・ 炭酸ガス（二酸化炭素）、泡、粉末、乾燥砂

使ってはならない消火剤 ・ 水（棒状注水）

特有の危険有害性 ・

特有の消火方法 ・

・

6. 漏出時の措置

・

環境に対する注意措置 ・

・

二次災害の防止策 ・

7. 取扱い及び保管上の注意

取扱い
・

・

・

・

・

保管
・

・

8. ばく露防止及び保護措置　

許容濃度(ばく露限界値)及び管理濃度

設備対策 ・

890mg/㎥
(ガソリンとして；2011)

衛生対策： 取扱後はよく手洗い、うがいをする。

（日本産業衛生学会） （ACGIH）

2-エチルヘキサン酸コバルト -
0.05mg/㎥

(コバルトとして；2013)
-

容器は確実に密閉し、保管場所は火気厳禁とする。直射日光及び高温を避け、冷暗所へ保管す
る。危険物施設で保管し、施錠して管理する。有機過酸化物、酸化性物質、還元性物質、アルカリ
性物質から離して保管する。

安全な容器包装材料： 本製品にて使用している容器を用いるのが最も好ましいが、一時的に別容器に移す場合は、消防
法及び国連輸送法規で規定されている容器を使用する｡
容器は、耐食性容器を用い、破損・腐食・割れ等のないものを使用する。

安全取扱い注意事項： 皮膚、眼または衣類との接触を避ける。
周辺での火気、火花、アークを発生するもの又は高温点火源等を使用しない。ミスト、蒸気、粉じ
んを吸入しない。
消防法等の関連法規に準拠して作業する。

消火を行う者の特別な保護具お
よび予防措置

接触回避： 「10．安定性及び反応性」項参照。

ミネラルスピリット(ストッダード溶剤) -
100mg/㎥

(ガソリンとして；2013）

付近の着火源となるものを速やかに撤去する。閉鎖場所への流入を防ぐ｡

適切な保護具を確実に着用する(「8．ばく露防止及び保護措置」項参照)。付近での火気の使用を
禁止し、静電気対策を行う。

局所排気・全体換気： 適切な排気換気装置を使用する（「8.ばく露防止及び保護措置」項参照)。容器は常に密閉し､通
気性の良い場所又は局所排気､全体換気装置の付いた所で行う｡

消火作業には状況に応じて適切な保護具を着用する。
当該物の吸入や直接接触を避ける。風上から消火する。

人体に対する注意事項､保護具
及び緊急措置

漏れ出た周辺のロープを張り､立入禁止措置をすること｡作業の際は、適切な保護具(「8.ばく露防
止及び保護措置」項参照)を着用し､眼､皮膚への接触やガスの吸入を避ける｡風上から消火する。

土壌に浸透させてはならない。下水､河川、排水溝等に流してはならない｡

燃焼したとき､多量の黒煙を発生する｡燃焼ガスは一酸化炭素を含む｡

成分名
管理濃度 許容濃度 TLV-TWA/TLV-STEL
(厚生労働省)

封じ込めおよび浄化方法・機材
（接触回避を含む）

漏れが少量の場合は､乾燥した土砂に吸収させる｡漏れが多量の場合は､土砂等で流れを止め､ビ
ニールシート等でおおい、蒸気の発生を抑えながら、安全な場所に回収する｡回収後､汚染された
場所は､充分に洗浄する｡

初期の火災には粉末､二酸化炭素､乾燥砂などを用いる。大規模火災には泡消火器で空気を遮
断し、一気に消火する。
消火作業は可能な限り風上から行う。漏出した物質や消火用水等が、河川等に排出されないよう
に注意する。

技術的対策：

安全な保管条件：

2-エチルヘキサン酸 - -
(吸引性エーロゾルおよび蒸気)

5mg/㎥/-（2005)

トリメチルベンゼン(異性体混合物) - 25ppm(120mg/㎥)(1984) 25ppm/-(1970)

エチルベンゼン 20ppm 50ppm（217mg/㎥）(2001） 20/-ppm（2010）

キシレン（異性体混合物） 50ppm 50ppm（217mg/㎥）(2001) 100/150ppm（1992)

設備/装置全体を密閉化するか、局所排気装置を設置する。防爆型の電気機器、照明機器、工具
を使用する｡静電気放電に対する予防措置を講ずる。取扱い場所の近くに、安全シャワー、手洗
い、洗眼設備を設けその位置を明示する。
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保護具
呼吸器の保護具： ・

手の保護具： ・

眼の保護具： ・

・

特別な注意事項 ・

9. 物理的及び化学的性質　

物理的状態

融点・凝固点

・ 参考値の引用）厚生労働省　職場の安全サイト　モデルSDS

10. 安定性及び反応性

反応性 ・

・

危険有害反応可能性
可燃性 ・

発火性 ・

酸化性 ・

避けるべき状態 ・ 寒冷、高温、加熱

混触危険物質 ・

危険有害な分解生成物 ・

11. 有害性情報
急性毒性 （判定） （根拠）

経口： 区分に該当しない 混合物のATEmix＝ 4,716 mg/kg

経皮： 区分4 混合物のATEmix＝ 1,140 mg/kg

ガス： 区分に該当しない

蒸気： 分類できない

粉じん、ミスト： 分類できない

ミネラルスピリット
(ストッダード溶剤)

防毒マスク(呼吸缶の種類は有機ガス用) 濃度が高い場合は送気マスク､空気呼吸器、酸素呼吸
器等の吸気式保護具を着用する｡

沸点又は初留点
　及び沸騰範囲

データなし 130-230℃

引火点 43.2℃（タグ密閉式） 21℃

青紫色

特異臭（石油溶剤臭)

適切な防護手袋（不浸透性）を着用する。

適切な眼の保護具を着用すること。側面シールドの付いた安全眼鏡（又はゴーグル）を着用する。

皮膚及び身体の保護具： 不浸透性保護具（防護長靴、防護服等）を着用する。

燃焼、熱分解により、一酸化炭素等の有害成分を発生することがある。

製品
参考値

データなし

データなし -70℃

色

臭い

液状

可燃性 データなし

相対ガス密度 データなし 4.5-5

密度 / 相対密度 0.94(密度；g/ml、25℃)

爆発限界/可燃限界 データなし 0.6-8.0vol%

蒸気圧 データなし 0.1-1.4kPa(20℃)

自然発火温度 データなし 230 - 240℃

分解温度 データなし

粒子特性 データなし

オクタノール
　/水分配係数

データなし 3.16 -7.06

pH

動粘性率 データなし

溶解度 データなし 水に溶けない

一酸化炭素、二酸化炭素、その他不明（データなし）

混合物のATEmix値より。

混合物のATEmix値より。

有用なデータがなく、分類できない。

寒冷下において、ゲル化することがある。空気と接触させると酸化することがある。

引火点以上に加熱した場合、着火源があれば燃焼する。強酸化性物質と混合すると着火する恐
れがある。

自然発火性についてデータなし。

空気と接触すると酸化することがある。

過酸化物、強酸化剤、強還元剤、酸、アルカリ

粘度 5.7cSt(25℃)

化学的安定性

酸、アルカリ性により分解する。強酸化性物質と混合すると着火する恐れがある。（※過酸化物（不
飽和ポリエステル樹脂硬化剤等）と直接接触すると爆発的な反応を起こす。）

有用なデータがなく、分類できない。
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各成分の急性毒性（経口、経皮、吸入（蒸気））　

各成分の引用データ）独立行政法人　製品評価技術基盤機構（NITE）データベース

（判定） （根拠）
皮膚腐食性／刺激性 区分2

区分2

呼吸器感作性又は皮膚感作性

:呼吸器感作性 区分1A 区分1Aの成分の含有量が≧0.1%より。

:皮膚感作性 区分1A

生殖細胞変異原性 分類できない 有用なデータがないため。

発がん性 区分2 区分2の成分の含有量が≧0.1%より。

生殖毒性 区分1B 区分1Aおよび1Bの成分の含有量が≧0.1%より。

区分3（気道刺激性、麻酔作用) 区分3の成分の含有量が≧20%より。

区分2の成分の含有量が≧10%より。

誤えん有害性 区分1 区分1の成分の含有量が≧10%より。

各成分の引用データ）独立行政法人　製品評価技術基盤機構（NITE）データベース

12. 環境影響情報

生態毒性 ・ 混合物としての知見なし

残留性・分解性 ・ 混合物としての知見なし

生体蓄積性 ・ 混合物としての知見なし

土壌中の移動性 ・ 混合物としての知見なし

（判定） （根拠）
水性環境有害性　短期（急性） 区分1

水性環境有害性　長期（慢性） 区分1

オゾン層への有害性 分類できない

水生環境有害性(長期間）

区分 区分

各成分の引用データ）独立行政法人　製品評価技術基盤機構（NITE）データベース

分類で
きない

分類できない

生殖細
胞変異
原性

発がん
性

生殖毒
性

区分1の成分の含有量が≧1%かつ＜5%、または区分2の成
分の含有量が≧10%より。

区分1の成分の含有量が≧1%かつ＜3%、または区分2の成
分の含有量が≧10％より。

成分名
経口（ラット）
ＬＤ50(mg/kg)

経皮（ラビットまたはラッ
ト）　LD50　(mg/kg)

吸入（ラット）　LC50

(蒸気)(mg/L) (粉じん)

ミネラルスピリット
(ストッダード溶剤)

5000 データなし データなし データなし データなし

(ミスト)(mg/L)

2-エチルヘキサン酸
コバルト

データなし データなし データなし データなし データなし

2-エチルヘキサン酸 1600 1140 データなし データなし データなし

誤えん
有害性特定標的臓器

(反復ばく露)

特定標的臓器毒性
（反復ばく露）

区分2（肝臓、精巣)

成分名
皮膚腐
食性/
刺激性

眼に対
する重
篤な損
傷/眼刺
激性

呼吸器
感作性

皮膚
感作性

眼に対する重篤な損傷/眼刺激性

区分1Aの成分の含有量が≧0.1%より。

特定標的臓器毒性
（単回ばく露）

特定標的臓器
(単回ばく露)

区分に
該当しな
い

区分1

区分2
分類でき
ない

分類で
きない

ミネラルスピリット
(ストッダード溶剤)

区分2
区分に
該当し
ない

分類で
きない

区分に
該当し
ない

区分に
該当し
ない

分類で
きない

2-エチルヘキサン酸
コバルト

分類で
きない

分類で
きない

区分1A 区分1A
分類できない

区分3（麻酔作用、気道刺激性）

区分2（肝臓、精巣）

急性毒性が区分1、急速
分解性がなく（BODによ
る分解度：12-13%
（EHC187、1996））

0.42-2.3 mg/L（オオミジ
ンコ、48時間LC50）
（EHC187、1996）

分類で
きない

2-エチルヘキサン酸 区分1 区分2
分類で
きない

分類で
きない

分類で
きない

分類で
きない

区分1B
区分2（呼吸器系）

分類できない

0.42 データなし

区分1

2-エチルヘキサン酸
コバルト

分類で
きない

データなし データなし データなし
分類でき
ない

有用なデータがないため。

区分1の成分の含有量および混合物の計算式(区分1の含
有量×乗率M)が≧25%より。

区分1の成分の含有量および混合物の計算式(区分1の含
有量×乗率M)が≧25%より。

成分名
水生環境有害性(急性)

(魚類)
LC50(48hr)

(甲殻類)
EC50(48hr)

2-エチルヘキサン酸 区分3

データなし 85.4 データなし

区分3

急性毒性が区分3、生物
蓄積性が低いと推定され
るものの（log Kow=2.64
（PHYSPROP Database、
2005））、急速分解性が

不明

mg/L（オオミジンコ、48
時間EC50）（IUCLID、

2000）

(藻類)
EC50

ミネラルスピリット
(ストッダード溶剤)

区分1

データなし

分類で
きない

オゾン層
への有害
性

分類で
きない

分類で
きない
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13. 廃棄上の注意 

残余廃棄物： ・

・

汚染容器及び包装： ・

・

・

14. 輸送上の注意 

国際規制 海上規制情報

航空規制情報

国内規制 陸上規制情報 消防法および道路交通法の規定に従う。

海上規制情報 船舶安全法の規定に従う。

航空規制情報 航空法の規定に従う。

国連番号/UN No.： UN1993

国連分類/Class： 3

-

容器等級/Packing Group： Ⅲ

該当 (MARPOL条約　付属Ⅲ)

指針番号 128 引火性液体（非極性/水不溶）

・

15. 適用法令 

（各成分の表参照）

(各成分の表参照)

危険物第4類　第2石油類　非水溶性　危険等級Ⅲ

非該当

労働基準法：

疾病、がん原性、など （各成分の表参照）

危険物・引火性の物

有機溶剤中毒予防規則 （各成分の表参照）

 特定化学物質等障害予防規則 （各成分の表参照）

名称等を表示すべき有害物 （各成分の表参照）

名称等を通知すべき有害物 （各成分の表参照）

強い変異原性が認められた化学物質 （各成分の表参照）

ばら積み輸送時有害性液体類Y物質

引火性液体類

引火性液体

引火性液体類

（各成分の表参照）

（各成分の表参照）

（各成分の表参照）

（各成分の表参照）

(ミネラルスピリットを含む)

関連法規ならびに地方治自体の基準に従って適切な処分を行う。

廃棄する時は､内容物を完全に除去した後､都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業
者に廃棄を委託する｡

IMOのIMDG(国際海上危険物規制)コードに従う｡

ICAO-TI(国際民間航空機関技術指針)/IATA-DGR(国際航空運送協会危険物規制)に従う｡

品名/Proper Shipping Name： FLAMMABLE　LIQUID，N.O.S（その他の引火性液体（他の危険性を有しないもの））

関連法規ならびに地方治自体の基準に従うこと。

都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは地方公共団体がその処理を
行っている場合にはそこに委託して処理する。

港則法：

副次危険性等級/Sub　Risk：

海洋汚染物質
　/Marine Pollutant：

「7.取扱い及び保管上の注意」の記載に従うこと。容器の漏れがないことを確かめ、転倒、落下、損
傷のないように積込み、荷崩れ防止を確実に行う。

製品

化学物質排出把握管理促進法：

化審法：

輸送又は輸送手段に関する
特別の安全対策

大気汚染防止法：

水質汚濁防止法：

水道法：

その他主な法令：

消防法：

毒物及び劇物取締法：

労働安全衛生法：

海洋汚染防止法：

船舶安全法：

航空法：

ヒト健康、安全及び環境に配慮し、空き容器／包装等をリサイクルする事が望ましい。
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（適用法令続き）

（各成分）

労働基準法：

疾病、がん原性、など

　　有機溶剤中毒予防規則

　　特定化学物質等障害予防規則

　　第57条、施行令第18条別表9表

(※) 名称等を表示すべき有害物

名称等を通知すべき有害物

　　その他

（適用法令続き）

（各成分）

労働基準法：

疾病、がん原性、など

　　有機溶剤中毒予防規則

　　特定化学物質等障害予防規則

　　第57条、施行令第18条別表9表

(※) 名称等を表示すべき有害物

名称等を通知すべき有害物

　　その他

※）

※※）

-- -

指定物質 -

大気汚染防止法： 揮発性有機化合物 揮発性有機化合物 有害大気汚染物質に
該当する可能性が
ある物質、

揮発性有機化合物

有害大気汚染物質に
該当する可能性が
ある物質、

揮発性有機化合物

政令番号（2023年3月31日まで）

政令番号（2023年４月１日以降）

管理番号（2023年４月１日以降）

1-296 1-297 1-80

危険物・引火性の物

○(136；≧0.1％) ○(70；≧0.1％)

- - 2種 (特定化学物質)

- - - 第2類(3-3；
特定有機溶剤等)、
特別管理物質(**)

疾病化学物質

1-342 1-103 1-073

691 691 80 53

化学物質排出把握管理促進法：

塗装業務に用いる場合には、特定化学物質(施行令別表第3第2号)(エチルベンゼン)が適用。

海洋汚染防止法：
　(ばら積み輸送時有害性物質）

1-53

1-342

化審法： 既存 既存 既存/旧二監

政令番号（2023年3月31日まで） 1-132 - 1-51

1-156 - -政令番号（2023年４月１日以降）

管理番号（2023年４月１日以降） 132 - -

2-エチルヘキサン酸
コバルト

ミネラルスピリット
(ストッダード溶剤)

2-エチルヘキサン酸

- - -

○(172；コバルトと
して≧0.1%)

〇(551;≧1%) ○(69；≧0.1％)

- -

毒物及び劇物取締法： - - -

○(172；コバルトと
して≧0.1%)

〇(551;≧1%) ○(69；≧0.3％)

- 3種 -

- - -

労働安全衛生法：

水質汚濁防止法： - 油分排出規制 -

大気汚染防止法： 有害大気汚染物質 - 有害大気汚染物質

海洋汚染防止法：
　(ばら積み輸送時有害性物質）

- - Y

その他主な法令： - 下水道法
(油分排出規制）

-

水道法： - - -

化学物質排出把握管理促進法：

1,2,4-トリメチル
ベンゼン

1,3,5-トリメチル
ベンゼン

キシレン
（異性体混合物）

エチルベンゼン

化審法： 優先評価/旧三監 優先評価 優先評価 優先評価/旧二監

- - - -

毒物及び劇物取締法： - - 劇物(原体) -

○(404；トリメチルベ
ンゼン、≧1％)

○(404；トリメチルベ
ンゼン、≧1％)

○(136；≧0.3％) ○(70；≧0.1％)

○(404；トリメチルベ
ンゼン、≧1％)

○(404；トリメチルベ
ンゼン、≧1％)

- - 疾病化学物質 -

労働安全衛生法：

X X Y Y

その他主な法令： - 海洋汚染防止法
(個品輸送P)

悪臭防止法
(特定悪臭物質

-

水道法： - - - -

危険物・引火性の物 危険物・引火性の物 -

水質汚濁防止法： - -

製品ラベルへの表示は、危険性、有害性の影響が高い成分、特定の健康有害性を有する成分を中心に記載した。全成分
の確認については、SDSを参照のこと。

　　強い変異原性が認められた化学物質

　　強い変異原性が認められた化学物質
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16．その他の情報
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